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Ⅵ 軽度発達障害と思われる子と学校教師































































































































｢たぶん同 じような子 はいたんで しょう































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理 ･教育研究論集 第29号 (2010年3月31日)
として,多数決のような政治的決定の手続きを
取らなければならない局面は,たしかに存在す
る必要がある｡しかし,それは,学校のシステ
ム全体で見れば,ほんの僅かにすぎない｡意志
の一致は,水上に浮かんだ氷山の一角のような
ものである｡水面下には,教員間の共通理解と
いう大きな塊があるのである｡そういう大きな
共通理解のごく一部として,教員間の意志の一
致はある｡逆に､意志を1つにし学校としての
行動が機能するためには,この意志の一致を支
えるための大きな教員の共通理解というものが
存在しなければならないだろう｡教員間の共通
理解の大部分は,意見を異にした多様なものの
塊なのである｡ただ,それがバラバラな塵でな
く,塊となっているのは,教員同士がお互いの
意見 ･考えなどを知っているという状態にある
からである｡学校における連携システムとは,
このような水面下の共通理解を含んだ氷山全体
をつつむものを指していると考えられる｡だか
ら,教員間の共通理解は必要なのだろう｡
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